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見えないところも大切！
世の中には目には見えないが、大切なものがたくさんあります。木を想像してみてく

ださい。目に見える幹や葉、果実を想像する人が多いと思います。しかし、植木職人の

方に話を聞くと、目で見えるところと同じ又はそれ以上に地下、つまり目に見えないと

ころに気にかけるということでした。具体的には、木を見るときは、根はしっかりと張

れているか、土の栄養分を確保できているかなども丁寧に見るそうです。

実はこの話、木だけの話ではないのです。私たち人間にも当てはまります。私たちは

テストの点数がどうだったとか、発表会の出来がどうだった、大会の結果がどうだった

のように目に見える事に関心がいき

がちです。しかし、人として大切な

事が見えない部分にもあるのです。

それは、“いかに生きるか、いかに

学ぶか、いかに在るか”など志や目

標に当たるものです。根に当たるこ

の部分がぐらぐらしていては、困難

なことに出会うと倒れてしまう恐れ

があります。並木中等に在学中に“

人としての在り方、生き方”につい

ても考えを深めてください。それを

可能にする取組を並木中等では実施

しています。

祝《全国中学高校Webコンテスト経済産業大臣賞
ベストCM動画NeuroAI賞・プラチナ賞を受賞》

４年次の柴沼さんがつくばインターナショナルスクールの生徒と共同で出品し

た「高校生の高校生による高校生のための黒人差別」が全国中学高校Webコンテ

ストで経済産業大臣賞・ベストCM動画NeuroAI賞・プラチナ賞を受賞しました。

おめでとうございます。


